
　夏の訪れを徐々に感じる・・・こともなく、あっという間に猛暑が襲ってきました。
子どもたちは汗をいっぱいかきながらも、夢中になって色々な遊びを楽しんでいます。
水分補給をこまめに、塩分チャージやアクエリアスを摂取する等の対策を取りながら、
今年の夏も元気に過ごしていきたいと思います。

　今回は、連日世間を賑わせている熱中症について、分かりやすい資料がありましたので、ご紹介させて下さい。

暑い夏に疲れた・眠いと感じたら、それは熱中症のサインかもしれません。熱中症は、体が暑さに適応できずに起こしている
病気です。人は体温が上がると汗をかいて体温調整しますが、これが機能しないと発症します。
ひどいと意識をなくし、命を失うことも。。。実際、猛暑の年には1000人以上が亡くなっています。

夏の空は楽しいですが、危険な暑さが毎日続いています。
皆さん「絶対に暑さをがまんしないでください！」

「暑いと思うのはガマンが足りない」などという人がいますが、いくら屈強な人間でも暑さには耐えられません。
不調を感じたら、すぐに周りの人に伝え、涼しい場所で水分補給して休憩を！！
子どもたちは、汗腺が未達ですし、不調をうまく言葉にして伝えることもできません。「このくらいは大丈夫だろう」の
油断が、大きな被害と後悔に繋がりますので、十分に気をつけていきましょう☆
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